
 

学び方の振り返り指導 
 
　布施小学校の講演会の際、大久保先生も強くおっしゃられていたのが今後必要な力「学力の定義」の話です。
もはやペーパー学力、認知能力と呼ばれる学力だけでは生きていくことが難しい。「学んだ力（知識・技能）」と「学

びに向かう力（計画性、調整力、学び続ける力）」が重要です。 
　非認知能力の研究をされている中山先生も、そうした力をつけるためには意識してふりかえることが大事だと

おっしゃっていました。 
　つまり門小で取り組んでいる「ふりかえり」を習慣化です。 
 

  

 
　先日、５年生の社会科の学習に関わっていた際、学び方のふりかえりについて、実践されていたので紹介しま

す。（布施小学校のレポートでも、TN先生、TT先生が取り上げてくれていましたね） 
 

 



 
　まず、オレンジ色の四角の部分をご覧ください。ここには、今日の「学習のめあて」と「学び方」「自分の学習評

価」そして「ふりかえり」という項目があります。ふりかえりについては、文字数と学び方の質によっての評定が示

されています。 
　次に、青の四角の部分をご覧ください。ここには、「氏名」と「めあてを書くスペース」、「誰と学ぶか」の選択ボック

ス、「自分の評定」の選択ボックス、「ふりかえりの文字数」「先生からの評定」＋マークがあります。よく見ると、赤

色で書かれている文字があります。これは、特に良い学び方、クラスのみんなに紹介したい学び方を色分けして

いるそうです。子どもたちは、評定とともにこの赤色の部分を読み込み、自分にいかしていました。もちろん、授業

者からの価値づけやポイントなども毎時間のはじめにコンパクトに伝えています。加えて、花丸マークもあると、な

んだかうれしくてさらに頑張れそうですね。 
　ここでは、整理分析の場面で、シンキングツールをためしてみて、うまく整理できた部分と、そうでない部分が

あったこと。内容によって、使い分けたいと書かれてあります。 
　赤の四角の部分を見ると、これまでの自分や仲間のふりかえりを見返すことができます。これがスプレッドシート

でのふりかえりを記録していく大きな利点だと思います。５年生の子は、１０回ほどのふりかえりで、１回目は１

４４５字。１０回目で８１８９字と飛躍的に上昇しています。 
　これは、単に文字数が増えただけではありません。ひとりの子を取り上げて、中身を見てみましょう。 
 
３０番さん（１回目） 

 
　情報収集や整理分析の難しさについて、相談などで時間がかかるから一人で学ぶ方がいいこと、文章より写真

の方が分かりやすいこと、をふりかえっています。 
 
３０番さん（２回目） 

 
 
　めあてをクリア。説明の録音。やはり一人の方が学びやすい。「つまり」の使い方。学び方について、一定の記

述がみられます。 
 
３０番さん（９回目） 

 
　計画通りできたこと。シンキングツールの使い方で短くまとめること。友だちが困っていて、解決できて、友だち

に関して、いっしょにやってよかったこと。と、ここで学び方に変化がみられました。この気づきまでに、ほかの子

の気づきや学びを得て、「ひとりからともだちへ」の意識の変化があります。 
 
 



 
３０番さん（１０回目） 

 
　前回同様、友だちと学習してみて、友だちとやる良さへの気づき。ふりかえりの量に対するやる気。 
 
この時間、授業者が２人の児童のふりかえりを取り上げていました。 
 
９番さん 

 
　前時に、この児童が毎回、授業中も授業後も一生懸命ふりかえりを書き上げていること、学びを進化させている

ことを力強く価値づけられていました。 
　そして・・・ 
 
７番さん 

 
　この７番さんの突き抜けたふりかえりを見事に引き出されました。これは、私から見て、必然でした。毎回の頑張

りをたたえて価値づけた９番さんを見て、火が付いた７番さん。このとき、「なぜここまで７番さんがふりかえりを頑



 
張れたか」を子どもたちに問いました。「みんなががんばっていたから!]子どもたちも当然気づいています。そし
て、７番さんのふりかえりの中にも、９番さんのふりかえりに影響を受けたこと、みんなが頑張っているからといっ

たこと。自分の頑張りがクラスのだれかの頑張りにつながること、この７番さんのがんばりが、また新しいだれか

にパワーを与えるだろうことを話しました。こうしてクラスの仲間、学年の仲間と支えあい、刺激しあいながら一人

ひとりが磨かれていくこと。それが学校に来て学ぶ大きな意味だし、楽しさだと付け加えました。 
　そうして１０回目の８１８９字につながったという次第です。 
 

 
 
　また、ふりかえりの観点を提示することで、ただ文字を書くだけでなく、書いて欲しい（意識して欲しい）ことを意

図的に書いてもらうことができます。 
　2年生でも、N先生はかなり『プラス、マイナス、次は』を使ってくださっているそうで、系統的に積み重ねていくこ
とで、次年度、その次の学年でさらにレベルアップした子どもたちに育ってくれますね。 
　毎回の子どもたちのふりかえりへの評価とフィードバックは、確かに時間がかかりますし、簡単なことではありま

せん。（※この評価とフィードバックは、生成AIの活用でぐっと楽にもできますので、興味のある方は、担当まで聞
いてください。） 
　ですが、ふりかえりを毎時間書いていくことで、子どもたちは自分の学びを確かに調整、進化させています。　こ

のふりかえりの指導から、クラスづくりにつなげていく取組、ほかの教科での活用は、きっとどこのクラスでも活用

可能だと思います。 
　ぜひ、またそれぞれのクラスでの学びや取組も教えてください。 


